
「遺伝子組み換え食品いらない！キャンペーン」

を行ってきている生活クラブ生協栃木主催の「遺伝

子組み換えルーレット」DVDを観た。

1996年から遺伝子組み換え作物を輸入し始めた日本。

食糧自給率が40％を切り、多くの食糧を輸入に頼っ

ている日本は遺伝子組み換え作物を一番輸入してい

ると言われている。主に家畜や飼料や加工食品の材

料として利用されている。

現在アメリカでは安全とされてきた遺伝子組み換え

作物が甚大な健康被害を起こしていると警告されて

いる。

Bt毒素により腸に穴が開き消化器疾患が増加。さら

にアレルギー、自閉症、出生以上等が発症している。

遺伝子組み換え食品の問題点は、飢餓は救えない、

健康への悪影響、食料支配が進む、不安な安全性審

査、生物多様性をおびやかす。

種子法の廃止を始め、遺伝子組み換えは外国の企業

に食料を独占され、支配されていると言っても過言

ではない。

これらの問題点を理解し、《食べない・作らせない

・売らせない》という運動をしていくことが自分達

のいのちを守ることになる。

山田みやこの活動報告

平成30年10月25日(木)

遺伝子組み換え食品の学習会に参加


